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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　いきなりクイズである。「建物の下にジュースの入

った大きなコップがある。長くて頑丈なストローを

使って、建物の三階（高さ12㍍）から、ジュースを

飲もうとする。はたしてジュースは飲めるのだろう

か？」

　答えは、「飲めない」である。吸う力の強い人なら

飲めそうな気がする。しかし、どんなに吸う力が強

くても ㍍の高さからではジュースを飲むことはで

きない。答えを理解するには、大気の圧力（大気圧）

を考える必要がある。ストローの中の液体は、吸い

上げられるのではなく、押し上げられており、その

押し上げる力が大気圧である。大気圧は高度や緯度

によって変化するが、標準気圧（１気圧）は、海面

上で1013.25ヘクトパスカル（hPa）である。ここで、

パスカル（Pa）とは、「圧力」の単位であり、１パ

スカルは１平方㍍（㎡）の面積あたりに１ニュート

ン（N）の力が作用する圧力を意味する。つまり、

１気圧では、１平方㍍の面積あたり約１万㌔㌘の力

が作用する。

　一方、水圧とは、静止している液体中の物体のあ

らゆる面に作用する圧力であり、1）面に対して垂

直に作用する  2）一点における水圧はあらゆる方向

に対して等しい  3）水深に比例し、同一水平面上（同

じ深さ）の水圧はすべて等しい、という性質がある。

特に3）の性質を式で表すと、水圧（p）＝液体の

密度（ρ）×重力加速度（g）×水深（h）となる。

つまり、水深が大きくなればなるほど水圧が大きく

なるため、深海では水圧が非常に大きくなる。国立

研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）が所

有する「しんかい6500」はその名の通り6500㍍の深

さまでもぐることができる有人潜水調査船である。

6500㍍の深さでは、約650気圧の水圧が作用する。

これは、一辺が10㌢㍍の正方形（手のひら程度の面

積）に約６万5000㌔㌘の重さと同じ大きさの力が作

用することに相当する。したがって、深海調査船の

強度設計には細心の注意が払われていることがわか

る。

　話を気圧に戻すと、先ほどの水圧の式を用いて、

１気圧がどの程度の水の高さになるのかを求めるこ

とができる。水の高さ＝１気圧÷（水の密度×重力

加速度）＝1013.25×102÷（1000×9.8）＝10.33㍍と

なる。これより、大気圧が水を押し上げる限界が約

10㍍であるため、どんなに吸う力が強い人でもジュ

ースを飲むことはできないのである。

　日常生活において圧力を感じることはあまりない

が、水にもぐったり、トンネルに入ったりすると、

身体の内外の圧力のバランスがくずれたりする。こ

のようなとき、私たちは圧力の存在を実感すること

ができるだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

道の駅の建設予定地

　県の農業水利施設の維持更新計

画（2023年度版）に掲載された施

設は以下の通り。施設名に続き①

市町村②施設管理者③受益面積④

水路⑤水路以外⑥県事業名⑦地区

名⑧事業概要⑨区分⑩事業期間⑪

想定総事業費―の順。

　〈県南広域振興局（北上）〉

　▽谷口幹線用水路ほか①花巻市

②猿ケ石北部土地改良区③629.0

④用排３路線6641ｍ⑤－⑥農村

地域防災減災事業⑦東和南⑧用水

路工⑨更新⑩2013～2023年度⑪52

9,800

　▽中央２号支線①花巻市②猿ケ

石北部土地改良区③160.0 ④用

水１路線670ｍ⑤－⑥農業水路等

長寿命化・防災減災事業⑦中央２

号⑧－⑨更新⑩2026～2031年度⑪

160,000

　▽猪鼻①花巻市②猿ケ石北部土

地改良区③497.0 ④用水１路線9

600ｍ⑤－⑥基幹水利施設ストッ

クマネジメント事業⑦岩手８期

（猪鼻）⑧－⑨補修等⑩2028～20

29年度⑪100,000

　▽高松①花巻市②猿ケ石北部土

地改良区③346.0 ④用水１路線4

700ｍ⑤－⑥基幹水利施設ストッ

クマネジメント事業⑦岩手８期

（高松）⑧－⑨補修等⑩2029～20

30年度⑪100,000

　▽関口①花巻市②猿ケ石北部土

地改良区③457.0 ④用水１路線4

700ｍ⑤－⑥基幹水利施設ストッ

クマネジメント事業⑦岩手８期

（関口）⑧－⑨補修等⑩2029～20

30年度⑪100,000

　▽落合①花巻市②猿ケ石北部土

地改良区③20.0 ④用水１路線20

0ｍ⑤－⑥農村地域防災減災事業

（特定管水路）⑦落合⑧－⑨補修

等⑩2026～2030年度⑪200,000

　▽新堀幹線用水路①花巻市②石

鳥谷東部土地改良区③388.4 ④

用水１路線6420ｍ⑤－⑥基幹水利

施設ストックマネジメント事業⑦

新堀堰⑧－⑨補修等⑩2028～2029

年度⑪100,000

　▽牛留幹線用水路①花巻市②石

鳥谷東部土地改良区③96.0 ④用

水１路線100ｍ⑤－⑥基幹水利施

設ストックマネジメント事業⑦岩

手７期（石鳥谷東部⑵）⑧－⑨補

修等⑩2025年度⑪20,000

　▽牛留頭首工①花巻市②石鳥谷

東部土地改良区③162.3 ④－⑤

頭首工：１カ所⑥かんがい排水事

業⑦牛留頭首工⑧－⑨更新⑩2026

～2029年度⑪300,000

　▽上堰揚水機①花巻市②石鳥谷

東部土地改良区③94.0 ④－⑤揚

水機：１カ所⑥基幹水利施設スト

ックマネジメント事業⑦上堰揚水

機⑧－⑨更新⑩2028年度⑪25,000

　▽三日堀揚水機①花巻市②石鳥

谷東部土地改良区③51.0 ④－⑤

揚水機：１カ所⑥基幹水利施設ス

トックマネジメント事業⑦三日堀

揚水機⑧－⑨更新⑩2029年度⑪30

,000

　▽大明神揚水機①花巻市②石鳥

谷東部土地改良区③30.0 ④－⑤

揚水機：１カ所⑥基幹水利施設ス

トックマネジメント事業⑦大明神

揚水機⑧－⑨更新⑩2028年度⑪20

,000　　　　　　　　　（つづく）

　県南広域振興局花巻審査指導監

は、総合評価落札方式（簡易２型）

の一般国道283号寒風跨線橋橋梁

補修工事を22日付で公告した。今

回の施工では、同橋の補修として

鋼橋支承工や伸縮継手工、橋面防

水工などを実施するものとなる。

申請は30日まで、９月12日の入札、

翌13日の開札を予定している。（関

連７面）

　遠野市綾織町新里に位置する国

道283号寒風跨線橋は、55㍍の橋

長で、上部工の形式が鋼単純箱桁

橋（耐候性鋼材）、支承が高力黄銅

支承板支承（ＢＰ－Ａ）、下部工の

形式が逆Ｔ式橋台、基礎が場所打

杭φ1500となっている。ＪＲ釜石

線や市道愛宕根岸線、寒風線を跨

線する橋梁で、1982年に架設され

た。

　これまでの補修や補強の履歴に

ついて見ると、補修として舗装打

換工と床版防水工を2009年に実

施。補強として落橋防止装置（Ｐ

Ｃケーブル）と変位制限構造（ア

ンカーバー）を2004年以降に進め

た。

　今回の補修工事では、鋼橋支承

工（支承取替工）２基、伸縮継手

工（車道部＋歩道部）22.4㍍、橋

面防水工（車道部＋歩道部）583

平方㍍、舗装打換え工（車道部＋

歩道部）583平方㍍、親柱補修工

７平方㍍、橋梁補修工（ひび割れ

補修工、断面修復工）１式を行う。

工期は161日間、予定価格につい

ては１億135万1000円となってい

る。

　主な参加資格は、県の土木工事

Ａ級で本県内に主たる営業所を有

すること。土木工事業に関する特

定建設業の許可を有していること

なども要件としている。

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は22日付で、一般国道343号

耳切～梅木地区道路現況調査業務

委託を公告した。今回の調査では、

現地踏査結果や道路構造令等に基

づき、道路の課題箇所を抽出する

とともに整備方針を検討する。（関

連７－６面）

　案件は、簡易総合評価落札方式

（簡易２型）となり、申請は９月

５日まで。同月15日の入札、同月

19日の開札を予定する。

　業務内容は、委託延長1.1㌔で

の道路現況調査。陸前高田市矢作

町字耳切～同町字梅木地内が箇所

となる。委託期間は来年３月20日

までを設定している。

　業務内容を詳しく見ると、現況

調査で業務に必要な現地の状況を

把握。路線評価では、現況調査結

果、道路台帳図、道路交通量セン

サス等を踏まえ、対象区間の▽道

路構造令への適用▽周辺の土地利

用・土地規制状況（土砂災害危険

個所、浸水想定区域等）▽道路利

用状況（道路交通量センサス、交

通事故発生箇所等）－の状況を確

認した上で課題箇所の抽出を行

い、道路平面図を作成し課題箇所

を整理する。

　整備手法の検討は、路線評価で

抽出された課題箇所を解消するた

めの整備手法を検討し、整備にお

ける問題点・課題等を整理。受注

者が照査を実施し、報告者は業務

の成果として報告書を作成する。

　案件の参加資格は、県の土木関

係建設コンサルタント業務に登録

され、道路を申請業務としている

者で、本県内に本店または営業所

を有すること。このほか、道路網

・路線計画業務の受注実績などを

付している。

　一関市と県南広域振興局土木部

千厩土木センターが連携して整備

を計画する、大東町の国道343号

渋民バイパス沿いの道の駅では、

一関市の制限付一般競争で外構工

事が現在公告中。今回の外構工事

は、駐車場の整備をメインに案内

看板の設置などを進めるものとな

っている。市や県では、道の駅に

ついて24年秋のオープンを目指し

て、作業を進めていきたい考えで

いる。

　計画する道の駅は、県が復興支

援道路に位置付けてバイパスの整

備に着手したことを契機として、

地元から新たな国道沿線へ産直施

設の請願が出され、産直施設の整

備に向けて地元

などで協議を進

め、基本計画を

まとめたものと

なる。県南部の

内陸と沿岸の主

要都市の中間地

点に位置してい

ることから、防

災道の駅の機能

を有する施設と

して整備するこ

とも検討してい

る。

　県と市が主導となる部分、それ

ぞれについて見ると、市が建物や

駐車場などに係る設計、施工。県

では、右折レーンや案内標識の設

置工事を担う。

　現在公告中の案件は、アスファ

ルト舗装工5980平方㍍、側溝工36

2㍍、案内看板５基を数量として

いる。駐車場の整備がメインとな

り、駐車場については小型62台、

大型８台、身障者用２台、二輪車

４台の計76台を設けることで計画

している。

　道の駅に係る今後の工事発注

は、市が今年度中に配水管の布設、

来年度に建物内の店舗に係る設備

工事、太陽光発電の設置工事。県

が主導する部分では、案内標識の

設置工事となる。

　なお、造成工事が完了している

状況で、建物については入札済み。

右折レーンの整備は、現地での作

業に入っている。建設する建物の

概要は、木造平屋の構造で、産地

直売施設などの機能を有する部分

が763.52方㍍、道路情報提供施設

やトイレなどの機能を有する部分

が238.49平方㍍の規模で、分棟と

なる。


